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論 文 内 容 の 要 旨
幼児は親 との関係だけではな く,子 ども同士の関係を通 して様々な事柄をを学習 していく。そ
の中で も,子 ども間の トラブルは最 も初期か ら観察 され る仲間関係 の1形 態であるばか りでな く,
子 どもは トラブルを通 して自他の欲求を明確 にし,他 者 に受 け入れ可能な形 に自分の主張を調整
していく。その点で,子 ども間の トラブルは 「社会化」 と 「個性化」 という社会性の発達の2側
面を捉える上で重要な現象だ と考え られる。 このような点か ら,本 論文では,保 育所,幼 稚 園と
いった幼児が 日常的に集団で生活する場における子 ども間の トラブルを分析す ることを通 して,
幼児の仲間関係 の成立 と展開を明らかかにすることを目的 とした。
は じめに保育 の場 にお ける子 ども問の トラブルの実態を明 らかにし,そ の上で,子 ども間の ト
ラブル を単 に トラブルにかかわる2者 間の相互作用 として記述す るだけではな く,ト ラブルに対
する保育者のかかわ り,子 ども問の関係や子 ども集団の構造 との関連で捉える ことを試みた。 こ
れ らの分析 に基づき,幼 児集団における仲間関係の成立と展開を説明するモデル として 「準拠 一
参照系変更モデル」 を提案 した。
論文の構成 と内容は以下の通 りである。
第1部 「問題 と目的」は3つ の章から構成され る。第1章 では,問 題の背景 と本論文の基本的
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立場について述べた上で,本 論文の 目的 と明 らかにしよ うとす る範囲について言及 した。第2章
では,子 ども間の仲間関係に関す る研究の歴史を概観すると共 に,近 年の仲間関係に関す る研究
の中に子 ども間の トラブルに関する研究がどのよ うに位置づけ られるかという点 について触れた
。第3章 では,子 ども間の トラブルに関す る従来の研究を概観 し,本 論文を構成する各研究にお
いて採用す る方法論について述べた。第H部 「子 ども間の トラブルの実態」は5つ の章(第4章
～第8章)か ら構成される。第4章 では,保 育所における生後2年 目の子 ども間の相互作用の実
態 を記述 した。第5章 では,1歳 代の子 ども問の トラブルの成立,展 開,終 結過程を分析 し,「所
有認識」の発達 と 「先行所有 のルール」の獲得が トラブルの成立 と終結 に大き くかかわっている
ことを明 らか にした。第6章 では,2～3歳 児の トラブルを分析 し,ト ラブルの当事者以外の第
3の 子 どもが トラブル にかかわる実態 を報告 した。第7章 では,保 育者への縦断的調査を通 して
,認 知,言 語 ・コミュニケーションの発達 と子 ども問の トラブル との関連を検討 した。第8章 で
は,幼 稚園児 を対象として保育者 の評定,認 知的課題 と子 ども間の相互作用の特徴を分析 し,他
者 に対する働 きか けよ りも他者の働きかけに対する反応の仕方 に注目す ることが重要であること
を指摘 した。
第m部 「子 ども間の トラブル に対す る保育者の対応」 では,子 ども間の トラブルの展開と終結
に保育者は大 きな役割 を果た しているだけでなく,子 どもの認識の発達やルールの獲得 に保育者
が影響を及ぼ しているという観点か ら,4つ の研究(第9章 ～12章)を 行った。第9章,第10章
では,子 ども間の トラブル に対する保育者 の働きかけ内容とその背景を成す保育者の意図につい
て分析を行った。第11章 では,実 際の保育場面 における保育者の働きかけと子 どもの反応を分析
し,子 どもの認知,言 語能力の発達に従って保育者は働きかけを変更 していることを明らか にす
ると共に,保 育者の働 きかけを通 して子 どもは様々な社会的ルールを学ぶ ことを示唆 した。第12
章では,保 育者の働きかけに対する子 どもの 「拒否」「無反応(NR)」 に着 目し,物 理的介入では
な く文脈全体 の変更を行 う働きかけが子 ども側 の行動変容を引き起 こしやすいことを指摘 した。
第IV部 「集団の中での子 ども間の トラブル」は,保 育の場 における子 ども間の トラブルを明 ら
かにしようとす る場合,単 に トラブルの当事者にのみ焦点を当て るだけでな く,他 児 との関係や
集 団の構造 との関連で捉える必要があるという観点か ら3っ 研究(第13章 ～第15章)を 行った。
第13章 では,2歳 児クラスの子 ども全員 を1年 間縦断的 に観察する ことによって,次 第 に対等な
関係が形成されて くる過程 を明らか にする と共 に子 ども間の トラブルに対する情緒発達の影響 を
示唆 した。第14章 では,よ り親密な仲間関係である友だち関係の形成過程 に着 目し,友 だち関係
の形成 と トラブルの変化 との関連を検討 した。その結果 友だち関係の形成は,ト ラブルの頻度
や長 さに影響 を及ぼすわけではな く,ト ラブルの展開時の働 きかけ内容や トラブル終結後の遊び
の状態 に影響を及ぼす ことを明 らかにした。第15章 では,集 団で保育所を移行 した23名 の幼児 を
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対象 として,移 行による集団の変化 とトラブル との関連を分析 した。その結果,集 団の構造変化
と子 ども間の トラブルの変化は,子 どもの認知,社 会的スキル の発達 と関連す る形で生起する こ
とが示唆 された。
第V部 「討論」は3つ の章(第16章 ～第18章)か ら構成され る。第16章 では,こ れ までの12の
研究 を通 して明 らかにされた ことをま とめ,子 どもの仲間関係 の成立 と展開及びその変化 を説明
するモデル として 「準拠一参照系変更モデル」 を提案 した。第17章 では,今 後の仲間関係 の発達
に関する研究 にお いて考慮する必要がある5つ の次元 と他者のかかわ りの影響に関する3側 面を
提示 した。本論文の最後 の章である第18章 では,今 後 の研究における方法論 と研究者倫理 の問題
につ いて 言及 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,子 ども間の トラブルの分析を通 して,幼 児集団における仲間集団の成立 と展開を明
らか にしよ うとする研究である。
その内容は,子 ども問の トラブルに関す る従来の研究 を概観 した上で,(!)ト ラブルの原 因と終
結だけでな く,ト ラブルの展開のプ ロセスを明 らか にす る,(2>ト ラブル に対する保育者のかかわ
りをとらえる,(3>単 に2者 関係 としてだけでなく,他 児の存在やかかわ りとの関係で トラブルを
とらえる,(4)子 ども間の関係や集 団の構造 の変化 との関連で トラブルをとらえることを目的に,
12の研究で構成される。仲間関係をとらえる方法 としては,基 本的に 「縦断的観察法」が採 られ
ている。
研究1～5で は,子 ども間の トラブルの成立,展 開,終 結の過程を分析 し,そ の成立 と終結 に
「所有認識」の発達 と 「先行所有のルール」 の獲得がかかわっていること,ト ラブルの当事者以外
に第3の 子 どものかかわ りがあること,ト ラブル と子 どもの認知,言 語 ・コミュニケーションの
発達が関連す ることが明 らかにされた。
研究6～9で は,子 どもの トラブルの展開と終結だけでなく,子 どもの認識の発達やルールの
獲得 に保育者カミ大 きな役割 を果た していることが明 らかになった。
研究10～12で は,2歳 児クラスの1年 間にわたる縦断的観察を通 して,対 等な関係の形成 と情
緒発達 との関係,親 密な仲間関係の形成と トラブルの変化 との関連,集 団移行 と トラブル と子 ど
もの認知,社 会的スキルの発達との関連が明らかにされた。
以上をまとめ,子 どもの仲間関係 の成立 と展開及びその変化を説明するモデル として 「準拠 一
参照系変更モデル」が提案された。
子 どもの仲間集団に関しては,こ れまで,ギ ャングエイジとよばれる児童期において研究 されて
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きたが,本 論文は,子 ども間の トラブルの分析を通 して,幼 児集団における仲間集団の成立と展
開を明 らかに しようとするものである。筆者は子 ども問の トラブルの分析か ら,幼 児期 の,初 期
の仲間関係をとらえようとする。 というのは,子 ども問の トラブルは(1)もっ とも初期か ら観察 さ
れる子 ども問の相互作用の一形態であるとともに,(2)ト ラブルを通 して自他の欲求 を明確にし,
他者 に受 け入れ可能な形に自分の主張を調整 していくこと(社 会性)が 必要な相互作用であると
考 え られ るか らである。 この ことは,ト ラブル を通 して,幼 児期の仲間関係の成立 と展開に焦点
をあてるだけではな く,同 時に社会性 の発達を視野 に入れることをも意味することになる。 この
視点 によっては じめて,幼 児期の仲間関係が,当 事者,第3者(幼 児),保 育者 の相互関係 の中
で重層的 にとらえ られ,同 時にそれ と子 どもの認知発達∴言語 ・コミュニケーシ ョンの発達 社
会性の発達 との関連が明 らかにされることが可能になったのである。さ らに加えて,本 研究は,
子 どもの仲間関係 に関する研究 としては,従 来 の児童期の研究 に幼児期 を加えるとい う点で,社
会性の発達研究 としては,そ れ を保育場面にお ける トラブル という文脈の中で とらえるという点
で,こ れ までの研究に新 しい局面を拓 いたものとして高 く評価できる。最後 に提案 された 「準拠
一参照系変更モデル」は
,ト ラブルに見 られる仲間関係の成立 ・展開 ・終結 のプロセス を子 ども
の認知機能の発達 に対応させて解釈す るための枠組みである。参照系 としてあげ られる項 目等に
若干未整理 の部分はあるが,今 後 のこの領域における研究の有効な枠組み となるもの と期待 され
る。
よって,本 論文は博士(教 育学)の 学位論文 として合格 と認める。
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